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竹の子だより 第８９号

～２～

⑤ 

竹
の
子
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　

祝
日
も
稼
働
す
る
こ
と
で
稼
働
日
を

増
、
活
動
ス
ペ
ー
ス
を
拡
充
し
、
活
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
確
立
し
ま
し
た
。

・
実
施
行
事
報
告

・
利
用
実
績
に
つ
い
て

　
　

生
活
介
護　

年
間
三
二
三
一
ケ
ー
ス

　
　

自
立
訓
練　

年
間
一
三
三
二
ケ
ー
ス

・
作
業
活
動
報
告

⑥ 

パ
ン
工
房
ハ
ッ
ピ
ー

　

新
規
出
店
販
売
先
・
納
品
先
が
一
件
増
、

秋
の
文
化
祭
シ
ー
ズ
ン
に
は
十
七
施
設
へ

出
店
販
売
し
、
年
三
回
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
。

・
利
用
実
績
に
つ
い
て

　
　

年
間
五
一
三
四
ケ
ー
ス

・
防
災
無
線
の
設
置
、
非
常
食
の
備
蓄

・
作
業
工
賃
の
支
給
実
績
報
告

・
就
労
に
向
け
て
の
支
援
の
実
施

⑦ 

竹
の
子
ホ
ー
ム

　

地
域
自
治
会
と
の
交
流
を
深
め
、
ま
た

地
域
主
催
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
を
推

進
、「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ケ
ア
ホ
ー
ム
第

三
者
評
価
」
を
ボ
ヌ
ー
ル
で
受
診
し
ま
し

た
。

・
防
災
関
係
報
告　

・
行
事
等
報
告

・
個
別
支
援
計
画
・
金
銭
管
理
計
画
表
を
作

成
、
六
ヶ
月
に
一
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施

⑧ 

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
エ
ー
ル

・
年
間
相
談
件
数　

一
三
五
件

・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
＆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開

催
報
告

議
案
第
二
号

　

平
成
二
十
三
年
度
決
算

　

（
決
算
報
告
参
照
）

議
案
第
三
号

　

社
会
福
祉
法
人
明
星
会

　

資
産
変
更

　

（
下
記
表
参
照
）

議
案
第
四
号

　

社
会
福
祉
法
人
明
星
会

　

監
査
報
告

　

真
壁
監
事
、
田
代
監
事
に
よ
り
五
月
十

七
日
に
監
査
を
実
施
。
平
成
二
十
三
年
度

の
事
業
執
行
状
況
、
財
産
状
況
等
の
監
査

の
結
果
、
適
正
に
運
営
さ
れ
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他

・
平
成
二
十
四
年
度　

新
規
事
業
計
画
に

つ
い
て

　

【
平
成
二
十
四
年
度　

第
一
回
評
議
員

会
】
及
び
【
平
成
二
十
四
年
度　

第
一
回

理
事
会
】
が
、
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十

四
日
、
新
設
し
ま
し
た
『
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ッ

チ
ン
』
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
評
議
員
会
・
理
事
会
開
催
前
に
、

穴
部
駅
前
に
新
設
し
た
『
メ
ル
シ
ー
ボ
ク
』

を
見
学
、
そ
の
後
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
チ
ン
へ

移
動
し
パ
ン
工
房
ハ
ッ
ピ
ー
利
用
者
の
為

の
給
食
設
備
・
厨
房
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

議　

案　

議
案
第
一
号

　

平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
　

① 

社
会
福
祉
法
人　

明
星
会

・
法
人
運
営
の
概
況

　

神
奈
川
県
の
補
助
金
及
び
福
祉
医
療
機

構
の
借
入
金
で
新
築
し
た
「
作
業
棟
」
は
、

平
成
二
十
三
年
四
月
よ
り
「
ヴ
ィ
ー
ホ
ー

ル
」
と
命
名
し
、
有
効
に
活
用
し
て
お
り

ま
す
。「
パ
ン
工
房
ハ
ッ
ピ
ー
」
の
懸
案

で
あ
っ
た
給
食
の
提
供
に
つ
い
て
、
隣
り

空
き
店
舗
を
借
り
、
厨
房
及
び
食
堂
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
改
修
し
ま
し
た
。

　

「
竹
の
子
ホ
ー
ム
」
は
平
成
二
十
四
年
四

月
「
メ
ル
シ
ー
ボ
ク
」
を
開
設
す
る
為
、

準
備
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

・
役
員
会
開
催
状
況

　
　

理
事
会　
　

四
回
開
催

　
　

監
事
会　
　

二
回
開
催

　
　

評
議
員
会　

二
回
開
催

② 

竹
の
子
学
園

　

利
用
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
利
用
者
が

望
む
「
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
何
か
を

常
に
追
求
し
、
職
員
と
家
族
が
一
体
と

な
っ
て
協
力
し
、
利
用
者
が
充
実
し
た
毎

日
を
送
れ
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
自
己
選
択
・
自
己
決
定
を
重
視
し
た

「
個
別
支
援
計
画
」
を
作
成
し
、
利
用
者

の
豊
か
な
生
活
を
追
及
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

・
主
な
行
事
報
告　

・
防
災
実
施
報
告　

③ 

竹
の
子
学
園　

短
期
入
所

・
定
員
四
名　

年
間
一
三
一
０
ケ
ー
ス

④ 

竹
の
子
学
園　

日
中
一
時
支
援

・
小
田
原
市　

年
間
二
０
九
ケ
ー
ス

・
南
足
柄
市　

年
間　

七
一
ケ
ー
ス

・
真
鶴
町　
　

年
間　

六
一
ケ
ー
ス

資産合計

負債合計

純資産合計

７９８，４４４，８０５円

８２，８７１，２４３円

７１５，５７３，５６２円

平
成
二
十
三
年
度 

事
業
報
告

平
成
二
十
三
年
度 

事
業
報
告



竹の子だより第８９号

～３～

平成２３年度

　　　決算報告
＊貸借対照表は各経理区分の合算です。

（単位：千円）
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パ
ン
工
房
ハ
ッ
ピ
ー
の
給
食
施
設
と
し

て
、
み
ん
な
の
お
腹
を
満
た
し
て
く
れ
る

『
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
チ
ン
』
が
五
月
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
！

　

川
を
挟
ん
で
隣
の
建
物
な
の
で
、
仕
事

の
合
間
の
休
憩
時
間
に
食
事
に
行
く
と
い

う
の
は
、
ま
る
で
社
員
食
堂
の
よ
う
な
雰

囲
気
。
働
く
と
い
う
こ
と
の
練
習
の
場
で

あ
る
ハ
ッ
ピ
ー
に
と
っ
て
、
働
く
場
で
の

休
憩
の
過
ご
し
方
や
食
堂
を
利
用
す
る
マ

ナ
ー
を
毎
日
の
食
事
で
練
習
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
マ
ナ
ー
よ
り
も
何
よ
り
も

一
番
に
お
い
し
い
給
食
を
楽
し
み
に
し
、

仕
事
に
励
ん
で
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
チ
ン
の
一
階
部
分
は
食

堂
、
二
階
部
分
は
地
域
支
援
課
の
職
員
室
が

出
来
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
職
員
室
以
外
の

ス
ペ
ー
ス
に
作
業
室
が
出
来
る
予
定
で
す
。

　

そ
も
そ
も
な
ぜ
、
食
堂
が
で
き
た
か
と

言
い
ま
す
と
・
・
・
今
ま
で
、
ハ
ッ
ピ
ー

の
給
食
は
竹
の
子
学
園
の
調
理
室
で
作
っ

た
物
を
配
達
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
給
食

を
よ
り
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
食
事
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
と
、

パ
ン
工
房
ハ
ッ
ピ
ー
単
独
の
調
理
室
を
新

設
す
る
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
チ
ン
は
ま
だ
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
楽
し
い
食
事
の

場
で
あ
り
、
働
く
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
場
で
も

あ
る
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
チ
ン
と
し
て
、
充
実

し
た
場
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

パ
ン
工
房

ハ
ッ
ピ
ー
に

買
い
物
に
来

た

際

に

は

ハ

ッ

ピ

ー

キ
ッ
チ
ン
も

ぜ
ひ
ご
覧
下

さ
い
。

（
安
藤
智
美
）

　

自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
て
五
年
が
経

ち
、
制
度
の
ゆ
く
え
に
一
喜
一
憂
し
て
き

ま
し
た
。
施
設
入
所
か
ら
地
域
移
行
を
進

め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
七
％
の
施
設
入

所
定
員
の
削
減
が
数
値
目
標
と
し
て
示
さ

れ
一
定
の
評
価
は
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

小
田
原
で
は
、
逆
に
施
設
入
所
者
が
増
え

て
い
ま
す
。
竹
の
子
学
園
で
は
、
六
名
が

地
域
移
行
し
ま
し
た
が
、
六
名
が
入
所
し
、

定
員
削
減
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
昨
年

よ
り
、
地
域
移
行
を
視
野
に
入
れ
た
支
援

を
行
お
う
と
、
家
族
会
で
も
お
話
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
真
意
が
伝
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
利
用
者
は
望
ん

で
竹
の
子
学
園
で
生
活
し
て
い
る
の
か
？

利
用
者
は
、
地
域
で
生
活
す
る
能
力
が
な

い
の
か
？
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ

て
の
利
用
者
が
地
域
で
生
活
す
る
権
利
を

有
し
て
お
り
、
能
力
も
持
っ
て
い
る
の
で

す
。
障
害
者
権
利
条
約
の
第
十
九
条
に
、

施
設
や
病
院
で
は
な
く
、
町
の
中
で
自
分

ら
し
く
生
き
る
権
利
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　　

利
用
者
の
希
望
を
叶
え
る
の
が
私
た
ち
の

仕
事
な
の
で
す
。
何
も
し
な
い
で
、
入
所

定
員
六
十
名
の
ま
ま
で
運
営
し
て
い
く
の

が
、
ど
れ
だ
け
楽
か
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
が
、

『
明
星
会
で
は
、
あ
お
ぞ
ら
プ
ラ
ン
を
遵

守
し
ま
す
。』
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、

あ
お
ぞ
ら
宣
言
の
「
地
域
で
生
活
し
た
い
」

と
言
う
利
用
者
の
希
望
を
無
視
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

　

明
星
会
で
は
、
物
件
を
探
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
小
田
原
で
建
物
を
提
供
し
て
く
だ

さ
る
オ
ー
ナ
ー
が
見
つ
か
り
、
具
体
化
を

始
め
ま
し
た
。
来
年
の
四
月
に
は
十
名
の

入
所
者
に
、
地
域
移
行
を
し
て
い
た
だ
く

計
画
を
立
て
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
人
選
に

入
り
ま
す
が
、
利
用
者
の
意
向
を
調
査
し
、

ご
家
族
と
の
話
し
合
い
も
行
い
、
ホ
ー
ム

の
見
学
会
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ハ
ー

ド
ル
は
低
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
前

向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

竹
の
子
学
園
施
設
長

　
　
　

坂
井 

正
志

ハッピーキッチン

　　　　オープン！
ハッピーキッチン

　　　　オープン！

新

ホ

ー

ム

に

つ

い

て

新

ホ

ー

ム

に

つ

い

て
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相
談
セ
ン
タ
ー　

エ
ー
ル　

 　

露
木 

と
し

　

今
年
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
抱
え
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
「
こ
こ
ろ
」
を
テ
ー

マ
に
進
め
て
い
ま
す
。「
児
童
自
立
支
援

施
設
」「
少
年
院
」「
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」「
里
親
」
に
つ
い
て
の
内
容
で

受
講
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
四
十
名
定

員
に
対
し
て
八
十
名
以
上
の
申
し
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。
予
想
以
上
の
反
響
に
驚
き

な
が
ら
も
、
県
西
地
域
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の

凄
さ
と
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
も
勤
務
終
了
後
の
十
九
時
か
ら

の
研
修
会
。
講
師
の
方
か
ら
は
「
受
講
者

の
意
識
が
高
い
」
と
い
う
感
想
を
頂
い
て

い
ま
す
。

　

竹
の
子
学
園
の
よ
う
な
入
所
施
設
は
職

場
内
だ
け
で
の
人
間
関
係
で
完
結
し
て
し

ま
い
が
ち
で
、
支
援
に
対
し
て
の
視
野
が

狭
く
な
る
と
い
う
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
＆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
他

業
種
の
皆
さ
ん
か
ら
の
助
言
や
刺
激
を
受

け
る
機
会
に
な
る
事
を
願
い
な
が
ら
、
懇

親
会
で
は
素
晴
ら
し
き
仲
間
た
ち
と
乾
杯

し
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
と
は
次
の
症
状
の
総
称
を
言
い
ま
す
。

熱
射
病
・
・
高
温
多
湿
の
条
件
下
で
激
し
い

運
動
等
に
よ
る
。
汗
を
か
か
ず
体
温
上
昇
。

意
識
混
濁
な
ど
を
引
き
起
こ
す
。

　

熱
虚
脱
・
・
発
汗
に
よ
り
皮
膚
に
血
液
が

集
ま
り
脳
へ
の
血
液
が
不
足
。
血
圧
の
低
下
、

体
温
上
昇
は
な
い
。

　

熱
け
い
れ
ん
・
・
発
汗
に
よ
り
血
液
中
の

塩
分
不
足
か
ら
く
る
筋
肉
の
け
い
れ
ん
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
暑
い
所
で

の
作
業
は
、
こ
ま
め
に
休
息
、

水
分
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
（
少

し
薄
め
て
）
が
お
勧
め
で
す
。

体
調
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
夏

を
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。（
安
岡
）

　

夏
バ
テ
予
防
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
一
日
三
食
の
食
事
を
し
っ
か
り

と
る
、
冷
た
い
も
の
を
と
り
過
ぎ

な
い
、
喉
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
に
水
分
補
給

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

お
勧
め
の
食
材
は
豚
肉
、
レ
バ
ー
、
う
な

ぎ
、
大
豆
製
品
（
納
豆
・
枝
豆
・
豆
腐
な
ど
）、

野
菜
、
果
物
な
ど
で
す
。
疲
労
回
復
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。
食
欲
が
な
い
と
き
は
量
よ
り

質
で
、
こ
れ
ら
の
食
材
を
酢
や
カ
レ
ー
粉
・

唐
辛
子
な
ど
の
香
辛
料
な
ど
で
味
に
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。（
藤
澤
）

　

第
三
十
回
職
員
全

体
研
修
会
を
六
月
二

十
七
日
に
竹
の
子
学

園
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

今
年
度
は
「
明
星
会

各
事
業
所
の
概
要
説

明
、
支
援
に
関
す
る
実

践
報
告
会
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
竹
の
子
学
園
・

竹
の
子
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
・

パ
ン
工
房
ハ
ッ
ピ
ー
・

竹
の
子
ホ
ー
ム
の
事
業

所
を
代
表
し
て
四
名
の

職
員
が
発
表
者
と
な
り

事
例
発
表
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
各
事
業
所

の
サ
ー
ビ
ス
や
現
状
を

把
握
す
る
事
で
明
星
会

の
一
員
と
し
て
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
、
日
々
の
実
践
を
報
告
し

合
い
支
援
技
術
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く

事
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
明
星
会
の
中
で

職
員
が
日
々
の
支
援
を
振
り
返
り
、
ま
と

め
、
発
表
す
る
と
い
う
事
は
初
め
て
行
な

い
ま
し
た
が
、
明
星
会
全
体
で
各
事
業
所

の
支
援
方
法
を
共
有
で
き
、
今
後
の
支
援

　

に
活
か
し
て
い
く
事
が
出
来
る
内
容
で

し
た
。

　

発
表
者
も
内
容
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り

今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
支
援
を
一
つ
一

つ
振
り
か
え
り
、
見
直
す
機
会
と
な
り
学

ぶ
こ
と
の
多
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
発

表
を
通
し
て
、「
利
用
者
ひ
と
り
ひ
と
り

に
合
わ
せ
た
支
援
」「
職
員
間
で
の
統
一

し
た
対
応
」
が
支
援
の
基
本
で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、職
員
間
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

日
々
記
録
を
と
り
、
チ
ー
ム
で
話
し
合
う

こ
と
で
よ
り
良
い
支
援
に
つ
な
が
る
と
学

び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
支
援
員
の
熱
い
思
い
や
支
援

に
取
り
組
む
姿
勢
を
見
る
事
で
自
分
自
身

を
振
り
返
る
と
共
に
、
よ
い
刺
激
に
な
り

ま
し
た
。

　

各
事
業
所
の
支
援
方
法
は
様
々
で
し
た

が
「
利
用
者
の
方
の
よ
り
よ
い
暮
ら
し
の

為
に
」
と
い
う
思
い
は
同
じ
で
あ
る
と
職

員
全
体
で
共
有
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

支
援
の
先
に
あ
る

利
用
者
の
方
々
の
笑

顔
を
思
い
今
後
も
支

援
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
奥
津
）

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
　
　
　

＆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
　
　
　

＆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

夏バテ対策夏バテ対策

職員全体研修職員全体研修
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　１・２寮ハイキングでは大磯・二宮

方面に行ってきました。

　健脚組・散策組・のんびり組と３組に分かれて目的

地の大磯運動公園を目指し歩いてきました。天気にも

恵まれ、絶好のハイキング日和でした。辛い時は声を

掛け合い、最後にはみんなで美味

しい弁当を食べて楽しく大満足な

ハイキングでした。（真田）

　３・４寮ハイキングでは「地元を知

ろう」ということで、大雄山線を使用し小田原城ま

で歩きました。昔の小田原の風景を思い出し会話が

弾み、楽しく歩かれていました。最後は力を振り絞っ

て階段を登り、全員揃って小田原城前で記念写真を

撮ることができ良い思い出が出

来ました。（和田友美）

　６月１１日から１５日の期

間で開成あじさい祭へ出掛け

ました。田園沿いにたくさん

のあじさいが咲いており、ちょ

うど見頃を迎えていました。

　あいにくの雨模様の日もありましたが、雨の滴る

あじさいも素敵なもので「あじさいは青だけじゃな

いんだね。」と散策をしながら口にしている利用者

さんもいました。たくさん歩いた後は皆さんの楽し

みにしているおやつタイムです。

　日々の暮らしで四季を感じることをつい見過ごし

てしまいがちですが、これからも利用者の皆さまに

このような機会を提供できれ

ばいいなと思っております。

（横山）

　今年度のケアセ

ンターも、年４回

に分け一日レク

レーションを行なっていま

す。５月３０日に、買い物外

出で、藤沢にあるミスター

マックスとその隣の湘南モールフィルに行ってきま

した。参加者それぞれにＣＤやＤＶＤ・洋服等を購

入し、大きなお店を満喫していました。昼食はそれ

ぞれ好きなお店を選んで楽しまれていました。６月

５日には、男性９名で鶴巻温泉の弘法の里湯へ出掛

け、皆さんと裸のお付合いをして、親睦を深める事

ができました。

　今後は、１０月に横浜方面の博物館へ行く企画を

予定しています。

　それ以外にも、楽しい事を企画していきたいと

思っております。(林 )

　竹の子ホームの利

用者さんは老若男女

の方々が生活してい

ます。皆さん、スポーツが大好きで様々なスポーツ

大会に参加しています。４月はボーリング大会、５

月は陸上大会、６月は卓球大会とありました。どの

大会もレベルが高く、職員が見ても感動する場面が

たくさんありました。陸上は個人優勝、個人２位。

ボーリング、卓球大会では個人３位と優秀な成績を

残しました。みなさん、日頃から練習していてとて

も上手です。職員もかないません。全国大会、いや

パラリンピックを目指して練習していますので一度

練習相手になってください。

　これからも竹の子ホーム

をよろしくお願い致します。

(佐藤光夫 )

ケアレクリェーション 地域スポーツ大会竹の子
ケアセンター

竹の子
ホーム

ハイキング あじさい祭り竹の子
学園

竹の子
学園

１・２寮

３・４寮

熱い・暑い思い出熱い・暑い思い出
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小
酒
部
淳
子
様

　

鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
様

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
様

　

湘
北
短
期
大
学
様　
　

武
蔵
野
大
学
様

　

関
東
学
院
大
学
様

　

立
教
女
学
院
大
学
様

　

か
た
つ
む
り
の
家
様　

て
っ
ぺ
ん
様　

　

浦
賀
社
会
福
祉
協
議
会
様

　

㈱
ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
様

　

（
有
）
小
田
原
消
毒
様

　

四
月
二
十
五
日
に
「
白
梅
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
」
様
の
ご
招
待
で
、「
コ
ロ
ナ

キ
ャ
ッ
ト
ボ
ウ
ル
小
田
原
」
に
て
ボ
ウ
リ

ン
グ
を
し
て
き
ま
し
た
。
活
気
あ
る
雰
囲

気
の
中
、
皆
さ
ん
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
結
果
、
準
優
勝
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
笑
顔
が
溢

れ
、
来
年
も
ま
た
行
き
た
い
と
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。

(

石
井
千
尋)

　

パ
ン
工
房
ハ
ッ
ピ
ー
に
「
神
奈
川
共
同

募
金
会
」
よ
り
助
成
金
を
い
た
だ
き
、『
ミ

キ
サ
ー
』
を
購
入
い
た
し
ま
し
た
。

　

毎
日
美
味
し
い
パ
ン
を
捏
ね
る
た
め
に

フ
ル
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
ミ
キ
サ
ー
を
使
っ

て
た
く
さ
ん
の
パ
ン
や

焼
き
菓
子
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
年
も
早
い
も
の
で
半
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
今
夏
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
て
い
て
、

明
星
会
で
は
利
用
者
、
職
員
と
も
に
、
節

電
を
意
識
し
つ
つ
、
元
気
に
今
年
の
夏
を

の
り
こ
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー

で
も
あ
り
、
明
る
い
話
題
が
ど
ん
ど
ん

入
っ
て
く
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
広
報
委
員
は
メ
ン
バ
ー
が
大

き
く
変
わ
り
、
気
持
ち
を
新
た
に
皆
さ
ん

に
楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
竹

の
子
だ
よ
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
今
後
と
も
ご
愛
読
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
鈴
木
康
浩
）

　

六
月
十
六
日
、
第
三
十
二

回
み
ん
な
の
つ
ど
い
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
は
、
第
一
生

命
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
な

く
、
小
田
原
ア
リ
ー
ナ
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
初
の

試
み
で
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

が
楽
し
め
る
か
と
て
も
不
安

で
し
た
が
、
怪
我
も
無
く
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
い
つ
も

通
り
張
り
切
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
運
動
会
ら

し
さ
を
出
す
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
絵
を
描
い
て
頂
き
、
そ
れ

招
待

を
万
国
旗
の
か
わ
り
に
し
ま
し
た
。
個
性

豊
か
な
絵
が
揃
い
、
可
愛
ら
し
い
万
国
旗

に
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
で
一
番
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、
や

は
り
パ
ン
食
い
競
争
で
し
た
。
パ
ン
を
目

掛
け
て
一
目
散
に
走
り
出
す
皆
さ
ん
の
元

気
な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
北
條

太
鼓
や
バ
ン
ド
演
奏
、
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
も

皆
さ
ん
の
熱
気
に
包
ま
れ
、
大
盛
り
上
が

り
で
し
た
。　
　

　

初
め
て
の
ア
リ
ー
ナ
開
催
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
で
作
り
上
げ
た
つ
ど
い
は
成
功

だ
っ
た
か
な
・
・
と
思
い
ま
す
。（
田
邊
）

寄
付

”

利用者の声

楽しかった。

綱引き勝ったよ。

いつもの会場と違って
少し狭かったけど
楽しかったよ。

ダンス、 太鼓
みんなで踊って
楽しかった。

パン食い競争
楽しかったよ。
パンも美味しかった。

共
同
募
金

共
同
募
金

あ
り
が
と
う

　
　
　

善
意
の
気
持
ち

あ
り
が
と
う

　
　
　

善
意
の
気
持
ち

編
集
後
記

編
集
後
記

みんなのつどいみんなのつどい
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絵 ： H ・ Misumi

作 ： M ・ Suzuki

竹
の
子
日
和

テーマ
「なつ」

☆
主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容

　

行
事
・
作
業
補
助
・
入
浴
支
援
・

　

ク
ラ
ブ
活
動
等

☆
主
な
行
事
予
定

　

十
月　
　

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

十
一
月　

竹
の
子
祭

　

十
二
月　

ク
リ
ス
マ
ス
会

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

　

 
 

０
４
６
５-

３
２-

７
７
４
０

　
　

bora@takenokogakuen.jp

　

(

担
当　

横
山)

第１７回　竹の子祭 のお知らせ第１７回　竹の子祭 のお知らせ

日時：平成２４年１１月２３日（金）　午前１０：００より

場所：竹の子学園にて開催　( 雨天決行 )

毎年皆さまのご協力・ご参加により竹の子祭も今年で１７回目を迎えます。

みなさまとの楽しい交流の場となれますように様々な企画を考えています。

地域の皆さまをはじめ、大勢の方のご来園を心よりお待ちしています。

法人紹介　　バザー　　アトラクション　　模擬店各種   　

外部出店　　七宝体験、販売　　パン工房販売　　手芸品販売

農作物販売　　陶芸体験、販売　　ゲームコーナー　　

歌手；熊谷ひろみさん歌手；熊谷ひろみさん

お問い合わせ

竹の子祭実行委員会

TEL．０４６５－３２－７７４０
バザー品ご提供にご協力

　　　　　　　お願い致します。

　

明
星
会
で
は
行
事
や
定
期
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
下
さ

る
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

毎
回
多
く
の
方
々
に
ご
協
力

を
頂
き
、
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

学
園
行
事
や
日
常
生
活
が
充
実

し
、
利
用
者
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
と
会
え
る
事
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
カ
ー
ド

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
可
能
日
・
連

絡
先
等
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、

手
続
き
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ボランティア募集ボランティア募集


